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学習課題	 	 【熱エネルギーを利用したアイデアの考案】	

授業目標	  
	

物

理

基

礎	

知識・技能	 エネルギー変換の特性について理解している。	

思考力・判断力・表現力等	 規則性、法則性にしたがった科学的な考案ができる。	

学びに向う力等（現代的な課題）	 科学的な思考に基づいた議論を展開できる。	

情

報

の

科

学	

知識・技能	
特許を取得した偉人の功績を知る。	

問題の解決の方法について理解している。	

思考力・判断力・表現力等	 発想法を利用しながら、解決方法の考案ができる。	

学びに向う力等（現代的な課題）	
全ての意見に耳を傾け、異なる意見とも衝突せずに合意形成へ話

合いを進めていく。	

	

（1）指導計画	

	

	 	

	 	 	

	

	 	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

情報の科学 
問題解決のプロセス 
情報の分析 
解決方法の考案 
解決方法の選択 

物理基礎 
熱力学第１法則（エネルギーと仕事） 
熱力学第２法則（不可逆な変化の存在） 
熱機関と熱効率 

事

前

授

業	

	

本

日

の

授

業	

	

物理基礎 授業（内容） 
・エネルギー変換に関する規則の確認（熱力学の法則の復習） 
・人口増加で予測されるエネルギー不足問題の検討，改善アイデアの視点提示 

情報の科学 授業（内容） 
・日本の十大発明家の一人「三島 徳七」や過去の発案の紹介 
・グループワーク手法の確認 
 

生徒のグループワーク 
・机間巡視（質問受け、適宜助言など） 

生徒発表（任意抽出） 

物理基礎 
・生徒発表へのコメント 
・関連研究・アイデアの紹介 
・社会との関わりについて 

情報の科学 
・生徒発表へのコメント 
・創りだす側の意識について 
・社会の変化について 
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（2）授業テーマ	 	

熱力学・気体の状態変化・熱機関・熱力学第２法則などが学習範囲である。とりわけ、熱機関（熱

エネルギーを力学的仕事に変える装置）では、蒸気機関車を例題にその仕組みを学ぶ。高温熱源から

熱を吸収し、その一部を力学的仕事に変換して、残りの熱を低温熱源に捨てる。ここで学んだ仕組み

を基に、世界人口の増加によって予測されるエネルギー不足に対応するべく、エネルギーロスが極力

少なくなるようなモノを自ら考案してみる。	

	

（3）教科書	 	

物理基礎：啓林館	 pp.123-131	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 情報の科学：東京書籍	 pp.50-56	

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価規準 
	

物

理

基

礎	
知識・

技能	

エネルギー変換の

特性について理解

している。	

Ａ	

不 正

競 争

防 止

法 に

つ い

て 理

解 す

る	

Ｂ	

不正

競争

防止

法を

知り	

Ｃ	

Ｂの

基準

に達

して

いな

い。	

思 考

力・判

断力・

表現力

等	

規則性、法則性に

したがった科学的

な考案ができる。	

Ａ	

自 ら

の 考

え を

整 理

し て

適 切

な 表

現 や

分 量

で 相

手 に

Ｂ	

自ら

の考

えを

整理

して

相手

に伝

える

こと

がで

き

Ｃ	

Ｂの

基準

に達

して

いな

い。	
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伝 え

る こ

と が

で き

る。	

る。	

学びに

向う力

等（現

代的な

課題）	

科学的な思考に基

づいた議論を展開

できる。	

Ａ	

発 明

が さ

ま ざ

ま な

つ な

が り

に よ

っ て

影 響

を 及

ぼ す

こ と

を 理

解 す

る こ

と が

で き

る。	

Ｂ	

発明

がさ

まざ

まな

つな

がり

のあ

るも

のだ

と理

解で

き

る。	

Ｃ	

Ｂの

基準

に達

して

いな

い。	

情

報

の

科

学	
知識・

技能	

特許を取得した偉

人の功績を知る。	

問題の解決の方法

について理解して

いる。	

Ａ	

不 正

競 争

防 止

法 に

つ い

て 理

解 す

る	

Ｂ	

不正

競争

防止

法を

知り	

Ｃ	

Ｂの

基準

に達

して

いな

い。	

思 考

力・判

断力・

表現力

等	

発想法を利用しな

がら、解決方法の

考案ができる。	

Ａ	

自 ら

の 考

え を

整 理

し て

適 切

な 表

現 や

分 量

で 相

手 に

伝 え

Ｂ	

自ら

の考

えを

整理

して

相手

に伝

える

こと

がで

き

る。	

Ｃ	

Ｂの

基準

に達

して

いな

い。	
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る こ

と が

で き

る。	

学びに

向う力

等（現

代的な

課題）	

全ての意見に耳を

傾け、異なる意見と

も衝突せずに合意

形成へ話合いを進

めていく。	

Ａ	

発 明

が さ

ま ざ

ま な

つ な

が り

に よ

っ て

影 響

を 及

ぼ す

こ と

を 理

解 す

る こ

と が

で き

る。	

Ｂ	

発 明

が さ

ま ざ

ま な

つ な

が り

の あ

る も

の だ

と 理

解 で

き

る。	

Ｃ	

Ｂ の

基 準

に 達

し て

い な

い。	


